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製造業における加工の世界トップの生産性の要となるCPS型レーザー加工機システムの構築に向け、全自動で高品質ビッグデー
タを取得する「マイスターデータジェネレーター」試作機を実現し、AI判断による自律的加工パラメーター探索に成功した。その結果、
レーザー加工条件の初期選定のリードタイムを9割削減する目標に見通しをつけた。ネットワーク型製造実現に向けてのパートナー
シップ構築を加速して推進する。

デジタルフィードバック光制御の社会実装に向け、高耐光性空間光制御デバイスの開発に成功し、 東大拠点、宇都宮拠点、浜松拠点
に設置されたレーザー加工機への実装・実証実験が進捗した。 また、海外の研究機関を活用して、産業用高出力レーザーを用いた
良好なベンチマーク結果を確認し、国内外コア企業へのPOC・パイロット事業を推進するベースが構築できた。

高輝度フォトニック結晶レーザーの開発を推進し、従来の半導体レーザーの10倍に迫る輝度をパルス動作で実現するとともに、
高輝度性を活かして、レンズフリーで小型かつ高分解・高精度なLiDARシステム等の構築に成功した。その結果、フォトニック結晶レー
ザーによるシステムの簡略化・高度化が明確となった。今後、安心・安全な生活を支えるスマートモビリティや将来のスマート加工
への超小型光源の波及に向けて、ユーザー企業・製造企業との連携を加速して推進する。

量子暗号装置（BB84方式）の開発ではコスト1/2を達成するための技術を実現したこと、参画機関が事業化を表明したことから、以降
の目標は個社により達成を目指すこととし、SIPのプロジェクトとしては完了とした。また、量子セキュアクラウド技術の開発では、仙
台市内に構築した10km圏3拠点ネットワーク上で分散保管したGB級のゲノム解析模擬データを50Mbps以上で通信可能なシステム
の実装および検証を完了した。今後、想定ユーザーとともに金融・医療等の分野でのPOCを進める。

イジング型コンピュータやNISQ（誤りがあり小中規模の量子コンピュータ）デバイス等を活用する次世代アクセラレータ基盤のプ
ロトタイプソフトウェアを開発した。その結果、物流倉庫の人員配置最適化問題の解法や量子化学計算の適用など、次世代アク
セラレータ基盤によるさまざまな社会問題の解法が見込まれることとなった。今後はQuantum Transformation（QX）の実現を
見据え、幅広くSociety 5.0に資する社会問題の解法を探求する。

これまでの成果・期待される成果
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